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フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
選
出
演
題

岡
山
大
会
直
前
に
コ
メ
ン
ト
を
紹
介

　
昨
年
の
新
潟
大
会
実
践
交
流
会
に
て
、
今
後
よ
り
深
め
て
い

た
だ
き
、 

今
回
の
岡
山
大
会
で
も
是
非
継
続
し
て
い
た
だ
き
た

い
発
表
を
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
薦
」
と
し
て
選
出
い
た
し

ま
し
た
。
大
会
を
目
前
に
控
え
、
発
表
者
よ
り
発
表
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の一年
間
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ

た
か
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

岡山大会 実践交流会 フォローアップのご紹介

実
践
交
流
会
３　
認
知
症

徳
田　
英
弘

（
医
療
法
人
ネ
リ
ヤ
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
ネ
リ
ヤ
）

認
知
症
の
在
宅
看
取
り
20
例
を
通
し
て
、

家
族
の
関
わ
り
と
専
門
職
協
働
の
あ
り
方
を
考
え
る

　
「
在
宅
の
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
看
取
り

の
視
点
か
ら
、
家
族
の
役
割
や
、
専
門
職
協
働
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

実
践
交
流
会
３　
認
知
症

膳　
澄
美

（
医
療
法
人
あ
づ
ま
会
　
大
井
戸
診
療
所
　
訪
問
看
護
）

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
応
用　

〜 

在
宅
緩
和
ケ
ア
か
ら
認
知
症
ケ
ア
ま
で
〜

　

こ
の
数
年
間
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
試
み
が
成
果
を
出

し
、
そ
の
継
続
が
「
診
療
所
の
独
自
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て

の
結
果
を
得
つ
つ
あ
る
の
で
本
年
も
報
告
し
ま
す
。

実
践
交
流
会
３　
認
知
症

蒔
田　
節
子

（
医
療
法
人
あ
づ
ま
会
　
大
井
戸
診
療
所
）

認
知
症
の
人
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
〜
第
二
報
〜　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
で
〝
い
つ
ま
で
も
そ
の
人
ら
し
く
〞
を
支

え
た
い

　
昨
年
に
引
き
続
き
﹃
認
知
症
の
人
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
⋮
﹄

を
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
４　
口
腔
ケ
ア
と
栄
養
管
理

野
津　
清

（
医
療
法
人
　
あ
い
ち
診
療
会
）

家
族
指
導
と
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

〜 

『
口
か
ら
食
べ
る
』
を
管
理
す
る
〜　

　
昨
年
ま
で
の
活
動
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
た「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
」の
必
要
性
に
つ
い
て
の
報
告
で
す
。

実
践
交
流
会
４　
口
腔
ケ
ア
と
栄
養
管
理

川
崎　
正
仁

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
総
合
リ
ハ
ビ
リ
ス
ト
協
会
）

障
害
者
を
抱
え
た
御
家
庭
と
共
に
歩
む
歯
科
訪
問
診
療
の

症
例
報
告
〜
口
腔
ケ
ア
を
通
じ
障
害
者
本
人
と
家
族
の
生

活
意
欲
の
向
上
〜

　

昨
年
紹
介
さ
れ
た
事
例
を
引
き
続
き
報
告
、
支
え
て
い

る
家
族
の
喜
び
も
含
め
こ
の
事
例
と
と
も
に
歩
ん
だ
４
年

間
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
障
害
者
支
援
相
談
員
が
招
集

す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の
重
要
性
と
、
関
係
職
種
の

全
員
が
共
通
認
識
を
持
ち
な
が
ら
の
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

で
得
ら
れ
た
成
果
の
部
分
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
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岡
山
大
会
実
践
交
流
会

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象
者
の

　
　
　
抄
録
集
で
の
ご
紹
介
に
つ
い
て

　
今
年
の
岡
山
大
会
で
も
抄
録
集
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
大

会
の
メ
イ
ン
で
も
あ
る
実
践
交
流
会
も
抄
録
集
で
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
推
薦
さ
れ
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象
者
の
演
題
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
象
者
の
演
題
に
は
、
薄
く
ア
ミ
が
掛

か
っ
て
お
り
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
発
表
内
容
と
は
別
に
担
当
者
の
コ
メ
ン

ト
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
是
非
大
会
前
に
目
を
通
し
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
大
会
当
日
の
お
役
に
立
て
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

実
践
交
流
会
６　
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア

寺
田　
美
惠
子

（
生
活
協
同
組
合
パ
ル
シ
ス
テ
ム
東
京
　
陽
だ
ま
り
市
民
評
価
委
員
会
）

市
民
参
加
を
促
す
要
介
護
者
の
基
本
情
報
シ
ー
ト

〜
地
域
包
括
ケ
ア
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
活
用
の
見
直
し
や

発
見
の
た
め
に

　

昨
年
に
引
き
続
き
﹃
市
民
参
加
を
促
す
要
介
護
者
の
基

本
情
報
シ
ー
ト
﹄
の
報
告
で
す
。
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
有
効
な
補
完
と
し
て
、
重
要
度
を
増
す
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
サ
ー
ビ
ス
の
発
見
や
開
発
に
対
す
る
シ
ー
ト
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
更
に
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
６　
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア

伊
藤　
和
秀

（
医
療
法
人
　
創
健
会
）

文
京
区
で
の
幼
老
統
合
ケ
ア　

〜
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
〜

　

東
京
都
文
京
区
に
幼
老
複
合
施
設
を
開
設
し
、
１
年
が

経
過
し
た
。
高
齢
者
と
子
ど
も
そ
し
て
職
員
に
よ
る
世
代

間
交
流
の
効
果
と
見
え
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
８　
新
し
い
試
み

水
野　
敏
江

（
医
療
法
人
　
あ
い
ち
診
療
会
　
あ
い
ち
診
療
所
）

あ
い
ち
診
療
所
に
お
け
る

「
生
活
習
慣
病
自
己
管
理
セ
ン
タ
ー
」
の
効
果

　

昨
年
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
﹃
生
活
習
慣
病
自
己
管

理
セ
ン
タ
ー
﹄
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
経
過
を
含
め
た
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

実
践
交
流
会
８　
新
し
い
試
み

小
泉　
峻

（
医
療
法
人
　
あ
づ
ま
会
　
大
井
戸
診
療
所
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
お
お
い
ど
）

大
井
戸
診
療
所
に
お
け
る
〝
物
忘
れ
外
来
〞
の
事
前
調
査

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
＂
物
忘
れ
外
来
＂
の
事
前
調
査
と
そ

の
後
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
９　
多
職
種
情
報
共
有

飯
岡　
裕
子

（
阿
賀
町
役
場
　
阿
賀
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

阿
賀
町
に
お
け
る
介
護
現
場
で
の
連
携
の
取
り
組
み

〜
情
報
共
有
フ
ァ
イ
ル
「
連
携
ノ
ー
ト
」
の
さ
ら
な
る

　

昨
年
に
引
き
続
き
﹃
連
携
ノ
ー
ト
﹄
の
更
な
る
活
用
に

つ
い
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
８　
新
し
い
試
み

中
村　
豪
志

（
医
療
法
人
社
団
　
い
で
し
た
内
科
・
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
サ
ー
ビ
ス
化
に
つ
い
て

　

昨
年
報
告
し
た
﹃
ダ
ン
ト
ツ
サ
ー
ビ
ス
﹄
を
通
じ
た
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
と
り
く
み
と
報

告
で
す
。
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今年度は岡山大会に向け、プレ大会開催が多く開催されました。
岡山大会を目前にした６月、７月にもそれぞれプレ大会が行わ
れ、大会に向けての盛り上がりの大きな後押しとなりました。
やはりここでも共通したのは『地域』という言葉でした。

�

広
島
プ
レ
大
会
を
、
平
成
26
年

６
月
15
日
（
日
）に
広
島
医
師
会

館
に
お
い
て
開
催
し
、
医
療
・

介
護
従
事
者
、
一
般
市
民
の
合

計
、
約
１
０
０
人
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア

の
現
状
と
未
来 
～
医
療
と
福
祉

の
真
の
連
携
と
は
～
」を
テ
ー
マ

に
、
基
調
講
演
と
交
流
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演
で
は
、

ま
ず
、
第
20
回
岡
山
大
会
会
長
、

青
木
内
科
小
児
科
の
青
木
佳
之

先
生
が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お

広
島
プ
レ
大
会
　
大
会
長
　
井
手
下
　
久
登

　
　
テ
ー
マ
：「
地
域
包
括
ケ
ア
の
現
状
と
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
医
療
と
福
祉
の
真
の
連
携
と
は
〜
」

広島プレ大会（６月 15 日：広島市）
大阪プレ大会（７月 13 日：大阪市）

け
る
医
療
と
福
祉
の
連
携
」に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

は
た
の
リ
ハ
ビ
リ
整
形
外
科
の
畑

野
栄
治
先
生
が
、「
地
域
包
括
ケ

ア
の
医
師
の
役
割
」に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
株
式

会
社
ね
こ
の
手
の
伊
藤
亜
記
先
生

が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
の
現
状
と

未
来
」に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し

た
。�

�
�

　

交
流
会
で
は
、「
地
域
包
括
ケ

ア
で
の
各
職
種
の
役
割
」を
テ
ー

マ
に
、
各
職
種
の
５
人
の
先
生
が

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
い
で

し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
下
野
敏
広
先

生
が
、「
通

所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
」に

つ
い
て
講
演

さ
れ
、
次
に
、

訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

み
な
み
の
看

護
師
の
菅
野

プレ大会
　報  告

香
代
先
生
が
、「
訪
問
看
護
：
医

療
依
存
度
が
高
く
、
介
護
力
の
低

い
方
へ
の
架
け
橋
と
し
て
～
急
性

期
病
院
と
在
宅
を
つ
な
ぐ
た
め
の

課
題
～
」に
つ
い
て
、
次
に
、
あ

す
か
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
三
原
千
春
先
生

が
、「
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
」に
つ

い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
草

津
か
も
め
の
Ｐ
Ｔ
の
高
橋
智
晴
先

生
が
、「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
役
割
：

他
職
種
に
伝
え
た
い
！
　
在
宅
で

の
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の
情
報
収
集

力
」に
つ
い
て
、
最
後
に
、
広
島

市
口
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
元
廣
緑
先
生
が
、「
医
療・介
護・

地
域
の
は
し
渡
し
役
と
し
て
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
わ

り
」に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
人
の
先
生
の
講
演
の
後
、
活

発
な
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
会
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
大
会
長　

井
手
下　

久
登
氏
・

プ
レ
大
会
報
告
書
よ
り
）

大
阪
プ
レ
大
会
　
　

　
　
テ
ー
マ
：「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
　

　
　
　
　
　
　
　
在
宅
ケ
ア
の
あ
り
方
を
大
変
革
す
る
！
」

　

７
月
13
日
関
西
地
区
大
阪
プ

レ
大
会
は　

第
二
回
全
国
の
集

い
が
行
わ
れ
た
大
阪
リ
バ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
に　

主
に
関
西
地

区
で
し
た
が　

鹿
児
島
や
高
知

鳥
取
東
京
等
か
ら
も
、
会
員
ス

タ
ッ
フ
１
１
３
名
、
非
会
員
43

名
、
合
計
１
５
６
名
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、
全
国
の
集
い
in

岡
山
と
同
じ
く
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
と
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る

診
療
所
市
民
の
役
割
」と
し
ま
し

た
。

　
そ
し
て
今
年
４
月
よ
り
病
院
機

能
の
転
換
施
策
と
し
て
地
域
包
括

病
棟
の
導
入
や
在
宅
復
帰
率
の
重

視
等
が
す
す
め
ら
れ
た
よ
う
に
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
病
院

の
あ
り
方
も
在
宅
ケ
ア
の
あ
り
方
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も
根
本
的
に
見
直
す
大
変
革
で
あ

る
と
認
識
し
、サ
ブ
テ
ー
マ
は「
本

音
で
語
る
在
宅
医
療
ケ
ア
の
こ
こ

ろ
」と
し
、
在
宅
ケ
ア
に
取
り
組

み
は
じ
め
た
初
心
と
実
践
の
20
年

の
歩
み
を
振
り
返
り　
在
宅
ケ
ア

に
取
り
組
む
志
の
確
認
と
継
承
を

め
ざ
し
ま
し
た
。

■
基
調
報
告
は　
苛
原
実　
Ｎ
Ｐ

Ｏ
会
長
か
ら
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
い
ら
は
ら
診
療
所
の
歴
史
で
も

あ
っ
た
。
医
療
は
生
活
の
う
え
に

成
り
立
つ
。
医
療
福
祉
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
デ
ィ
の
重
要
な
役
割
が
あ

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

完
成
め
ざ
し
て
、
一
人
ひ
と
り

が
持
ち
場
で
実
践
を
積
み
重
ね
よ

う
。」と
さ
れ
ま
し
た
。

■
記
念
講
演
は　
山
下
護　
厚
生

労
働
省
保
険
局
総
務
課
課
長
補
佐

か
ら
「
日
本
は
高
齢
化
が
進
む
も

総
医
療
費
は
低
く
効
率
的
な
医
療

を
提
供
し
て
い
る
。

　
し
か
し
日
本
の
人
口
は
長
期
的

に
急
減
す
る
局
面
に
入
り
人
口
減

少
高
齢
化
多
死
社
会
を
迎
え
て
い

る
。

　
日
本
の
財
政
は
厳
し
く
社
会
保

障
関
係
費
の
増
加
等
で
歳
出
は

90
兆
円
を
超
え
る
が
税
収
は
40
兆

円
で
50
兆
円
を
超
え
る
国
債
等
に

依
存
し
て
い
る
。　

　
こ
れ
か
ら
は
地
域
に
よ
り
医
療

介
護
の
需
要
ピ
ー
ク
の
時
期
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
施
策
を
す

す
め
た
い
。」と
あ
り
ま
し
た
。

■
特
別
報
告
は　

松
尾
美
由
起

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
か
ら

「
１
９
８
５
年
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
し
外
来
診
療
と
共
に
在
宅
医

療
を
開
始
。　

　
当
時
在
宅
医
療
は
模
索
時
代
し

か
し
患
者
さ
ん
と
の
人
間
関
係
は

非
常
に
濃
く
共
に
人
生
を
歩
ん
で

い
る
感
が
あ
っ
た
。　

　
在
宅
医
療
現
場
で
の
熱
い
思
い

を
支
え
に
実
践
し
た（
経
管
栄
養・

遠
隔
地
医
療
・
ラ
ッ
プ
療
法
・
在

宅
人
工
呼
吸
器
・
難
病
・
在
宅
ホ

ス
ピ
ス
な
ど
）。

　
今
は
30
年
前
と
は
在
宅
医
療
の

形
態
も
変
わ
り
、
チ
ー
ム
医
療
の

中
で
患
者
家
族
の
意
識
も
変
わ
っ

て
き
た
。
以
前
ほ
ど
患
者
さ
ん
や

家
族
と
接
す
る
時
間
が
濃
く
感
じ

な
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
人
が
人

を
思
う
気
持
を
大
切
に
支
え
て
い

き
た
い
。」と
う
け
ま
し
た
。

■
実
践
報
告
交
流
会
は　
宮
城
信

行　

宮
城
医
院
（
天
理
）院
長
が

座
長
さ
れ
、
６
人
の
多
職
種
の
在

宅
ケ
ア
の
現
場
か
ら
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。　

①�

「
地
域
の
中
の
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」ゆ
～
ら
り
（
高

槻
）介
護
福
祉
士　
福
嶋
二
郎

②�

「
認
知
症
と
訪
問
看
護
」訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
来
夢（
八
尾
）

看
護
師　
砂
山
享
美　

③�

「
介
護
職
と
す
す
め
る
理
学
療

法
」宮
城
会
（
天
理
）理
学
療
法

士　
中
川
和
夫　

④�

「
診
療
所
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
設
し
て
」菜
の
花
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
生
野
）看

護
師　
西
村
和
美　

⑤�

「
患
者
会
活
動
を
通
じ
て
思
う

こ
と
」患
者
会・松
樹
会（
八
尾
）

市
民　
川
﨑
佐
智
子　

⑥�

「
ケ
ア
を
提
供
し
利
用
す
る
家

族
と
し
て
」菜
の
花
（
生
野
）代

表　
岡
崎
和
佳
子
）

■
意
見
交
流
討
論
会
は　
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
診
療
所
市

民
の
役
割
～
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
課
題
～
」を
テ
ー
マ
に　

中
嶋

久
矩
Ｎ
Ｐ
Ｏ
監
事
を
座
長
に
活
発

に
行
わ
れ
、
最
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

入
会
の
案
内
と
全
国
の
集
い
in
岡

山
へ
の
参
加
ア
ピ
ー
ル
で
、
関
西

地
区
大
阪
プ
レ
大
会
を
成
功
の
内

に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
大
阪
プ
レ
大
会
事
務
局
長　

中
嶋　
久
矩
氏
・
プ
レ
大
会
報
告

書
よ
り
）
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②�

「
認
知
症
と
訪
問
看
護
」訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
来
夢（
八
尾
）

看
護
師　
砂
山
享
美　

③�

「
介
護
職
と
す
す
め
る
理
学
療

法
」宮
城
会
（
天
理
）理
学
療
法

士　
中
川
和
夫　

④�

「
診
療
所
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
設
し
て
」菜
の
花
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
生
野
）看

護
師　
西
村
和
美　

⑤�

「
患
者
会
活
動
を
通
じ
て
思
う

こ
と
」患
者
会・松
樹
会（
八
尾
）

市
民　
川
﨑
佐
智
子　

⑥�

「
ケ
ア
を
提
供
し
利
用
す
る
家

族
と
し
て
」菜
の
花
（
生
野
）代

表　
岡
崎
和
佳
子
）

■
意
見
交
流
討
論
会
は　
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
診
療
所
市

民
の
役
割
～
私
た
ち
の
こ
れ
か
ら

の
課
題
～
」を
テ
ー
マ
に　

中
嶋

久
矩
Ｎ
Ｐ
Ｏ
監
事
を
座
長
に
活
発

に
行
わ
れ
、
最
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

入
会
の
案
内
と
全
国
の
集
い
in
岡

山
へ
の
参
加
ア
ピ
ー
ル
で
、
関
西

地
区
大
阪
プ
レ
大
会
を
成
功
の
内

に
閉
会
し
ま
し
た
。

（
大
阪
プ
レ
大
会
事
務
局
長　

中
嶋　
久
矩
氏
・
プ
レ
大
会
報
告

書
よ
り
）

厚生労働省担当との意見交換会
　これは、当NPOの年間事業として行われているいくつかの事業のうち『制度に対する現場からの提案』に関わる活動報
告です。
　目的として、「厚生労働省の法律立案者が求める情報を把握し、その情報を提供できる体制をとることで厚生労働省担当
官との信頼関係を構築し、実現可能な制度提案を、時期を逃さず行うことができる体制を構築することを目標に、厚生労働
省の方との交流の機会を設ける」としています。（活動報告書より・・・）
　特に『疑問点の表明』にとどまらず『ではどうしたら良いのか』などの『具体的解決への方向性』が見えるよう
な意見交換会を目指すよう心がけました。
　今期は2回行われました。

第１回意見交換会　　2014 年 4 月 19 日（土）　東京
　当ネットワークからの参加者：苛原　実、藤村淳子、長縄伸幸（文書での参加）、大澤　誠、畑　恒土、
　　　　　　　　　　　　　　　石田一美、吉永隆行

第 2 回交流会　　2014 年 7 月 12 日（土）　大阪
　当ネットワークからの参加者：苛原　実、長縄伸幸、大澤　誠、藤村淳子、畑　恒土、中嶋久矩、中嶋啓子、岡崎和佳子

（以下は、畑事務局長による総括です。）
今回に至る背景
　私達はネットワークの活動の中で厚生労働省の多くの方と様々な付き合い方をしてきました。今井議員に口利きしていただき団体交
渉のように厚生省の担当官と渡り合った初めの頃は何という物わかりの悪い人たちかとも思ったことがあります。しかし多くの方とお
付き合いする中で、厚生労働省の皆様が本当に良い制度にしたいと思っていることは信じることが出来るようになりました。介護保険
が導入され、在宅医療に関しての環境は格段に整備され、医師会も在宅医療を前面に掲げるようになり、厚生労働省にわざわざ働きか
けなくてもいいのかとの感覚になっていたところに今回の同一建物の診療報酬に対して衝撃的な改定が行われ、再度厚生労働省に目を
向けざる得なくなったというのが正直なところです。

なぜこのような機会を設けたのか？
　現実は厚生労働省のマンパワー不足が根底にあり十分な現場の情報を取り入れて制度を構築していくだけの余裕が無いように思われ
ます。「制度改定ごとに苦情は山ほど出るがその苦情を解決する提案が欲しい」との声に驚きと共にすぐに動かなくてはとの思いに駆
られました。診療報酬などに関しては様々な団体からいろいろな意見が出されていますが、自分たちの報酬を減らしてもよいとの提案
にはまずお目にかかりません。
　私達診療所・市民全国ネットワークは在宅医療がうまく機能し、より多くの方が在宅医療を受けて幸せな日々を送れるようにしたい
との目的を共有した様々な立場の人の集まりであり、サービスの提供側だけの集まりではありません。
　だからこそ、様々な立場の方が納得できるシステムの提案が可能であり、それを担うことが一つの使命でもあるのです。今年度から
始まった厚生労働省の担当官との意見交換会はこのような状況認識から始まりました。

問題点の浮き彫り
　金を稼ぐことを目的に制度を悪用する事業者があり、それを制度上で阻止しようとする中、制度改定により善良な事業者の活動が阻
害される。こんな不幸なことはありません。
　この数回の意見交換会の中で、いくつかの共通認識が生まれたように思います。
１）　厚生労働省の担当者に現場のことをもっとよく見てもらう必要がある。

⇒ 一人医師の診療所が24時間体制で看取りが可能である。ことがイメージできなかった。
２）　厚生労働省の方が制度化するにあたって見落とすことがある。

⇒ 有床診療所への転院が在宅復帰に認められていない。
３）　厚生労働省の思いが市町村までつながらない事実

⇒ 癌患者の認定審査などでの対応について、「申請があればその日のうちに対応している自治体もある」との表現で迅速な対応
を促しているが現実はなかなかそこまでいかない自治体が多い。

４）　管理体制、患者管理料、往診料、訪問診察料の評価については以下のように整理したらとの提案に収束しつつあります。
24時間管理体制（24時間往診を保障する体制）
患者管理料（患者に個別的なもので集合住宅などでも個別に考えるべきもの）
往診料　　 （同じ資格の医師が動くことには変わりなく、一般診療所でも支援診でも同じ評価を）
訪問診察料（①基本的な診察料＋②家での診察加算＋③非効率な診療加算）
①は基本、②で在宅診療を評価、③同一建物では減算
在宅医療の対象になるか否かは主治医の判断にゆだねるべきとの意見が多いが、この点に関しては利潤追求型の医師が付け入る
余地があり今後の検討課題。往診料の考え方は多くの支援疹にとっての収入減になる一方、過疎地で孤軍奮闘している医師の不
公平感の解消につながると思われる。

　今回の意見交換会にていくつかの問題点について具体的な解決の方向性が提示されています。私たちＮＰＯ法人が多くの国民にも受
け入れられる提案が出来ること知っていただき、今後の国の施策が『本当に良いものへと』進んでいくための力になれればと思います。
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こ
の
た
び
在
宅
ケ
ア
・
施
設
ケ

ア
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
「
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療

所
・
市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
理
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
５

年
こ
の
会
設
立
の
数
年
後
く
ら
い

に
当
時
は
ス
キ
ー
場
で
有
名
な
浦

佐
駅
で
降
り
て
黒
岩
先
生
の
ユ

ニ
ー
ク
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
地
蔵

さ
ん
の
湯
」
を
見
学
に
行
き
、
公

民
館
に
座
っ
て
研
修
を
受
け
た

り
、
あ
の
当
時
私
の
心
に
一
番
か

な
っ
た
志
の
あ
る
会
と
し
て
全
て

が
新
鮮
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
20
年
近
く
た
ち
ま
す

が
、
毎
年
「
全
国
の
集
い
」
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
長
崎
大
会

の
時
は
石
田
先
生
の
お
手
伝
い
も

　今回は「風の萌」より会員紹介のコラムの 2014.8 月号を掲載いたしました。
　この記事は毎月メールマガジンの記事として皆様に配布されている記事の転載版です。（スタイル等は
一部変更しています。）メールマガジンでの配信はもちろん「多くの人に」、「迅速な」、配信が目的で、メー
ルの特徴を発揮出来るものですが、現実としてメール配信されている数は「多くの人に」というにはまだ
まだ充実を計る必要があります。

少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

26
年
前
私
は
当
時
東
京
在
住
で
し

た
が
郷
里
の
南
さ
つ
ま
市
（
鹿
児

島
市
か
ら
車
で
１
時
間
）
に
「
福

祉
に
文
化
を
」
の
理
念
を
も
っ
て

50
床
の
特
養
「
絵
と
彫
刻
の
あ
る

憩
い
の
園
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
加
世

田
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
創
設
当

時
よ
り
地
域
の
ご
高
齢
な
方
が
ど

ん
な
心
身
の
状
態
に
な
ら
れ
よ
う

と
も
「
生
涯
支
え
ら
れ
る
」
サ
ー

ビ
ス
を
と
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ

て
小
さ
く
て
も
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
９

施
設
29
事
業
（
無
床
ク
リ
ニ
ッ
ク

と
有
床
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

含
む
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
年

前
か
ら
３
年
間
を
費
や
し
国
に
先

駆
け
て
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
住
め
る
町　

加
世
田
」
を

つ
く
ろ
う
と
東
京
よ
り
認
知
症
の

専
門
医
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
医
師
を
は
じ
め
、
行

政
、
市
民
、
在
宅
介
護
・
施
設
介

護
を
支
え
る
多
職
種
に
呼
び
か
け

二
年
前
に
14
表
か
ら
な
る
支
援
パ

ス
が
出
来
一
部
で
は
活
用
さ
れ
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

南
さ
つ
ま
市
は
鹿
児
島
県
で
も
一

番
早
く
高
齢
者
が
減
少
す
る
地
域

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在

私
共
の
社
会
福
祉
法
人
野
の
花
会

で
は
鹿
児
島
市
の
中
心
部
に
小
さ

い
な
が
ら
も
複
合
施
設
ケ
ア
タ
ウ

ン
「
ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
鹿
児
島
」

と
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
建
設
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
「
診
療
所
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
め
ざ
す
診
療
所
を
核

と
し
な
が
ら
よ
り
良
い
地
域
ケ
ア

や
在
宅
医
療
・
在
宅
ケ
ア
の
充
実

に
努
め
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

28
年
の
秋
は
「
全
国
の
集
い
」

を
鹿
児
島
で
開
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
会
場
も
確
保
で
き
、
在

宅
医
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
在
宅

介
護
を
支
え
る
多
職
種
の
方
々
市

民
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら

「
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・

市
民
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
理

念
に
そ
っ
た
大
会
に
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ど

う
ぞ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

社
会
福
祉
法
人 

野
の
花
会 

〒
８
９
７-

０
０
０
２

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市

加
世
田
武
田
１
３
８
７
７
番
地 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
９
９
３-

５
２-

８
７
１
５  

E-m
ail

：nonohana@
po4.synapse.ne.jp

事
務
局
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
４
・
８　

新
理
事
の
紹
介

「
社
会
福
祉
法
人 

野
の
花
会
」 　

理
事
長　

吉
井 

敦
子

風の萌027.indd   6 14/09/05   18:21



− 7 − NPO　在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク機関紙　　風の萌　　2014 年（平成 26）9 月 10 日発行（第 027 号）

発売以来10年、使用者の60%が年配の方。
こころのなぐさめに活躍する赤ちゃんサイズのおしゃべりする抱き人形です。こころのなぐさめに活躍する赤ちゃんサイズのおしゃべりする抱き人形です。

夢の子ネルル夢の子ミルル

夢の子ユメル

実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の

現
状
と
改
善

　
実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

は
、
大
会
別
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別

に
メ
ニ
ュ
ー
画
面
を
提
供
し
て

目
的
の
リ
ン
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
事
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
閲
覧
す
る
事

が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
方
式
の
欠
点
は
閲
覧
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
増
え
る
に
し
た

が
っ
て
目
的
の
内
容
を
閲
覧
す

る
事
が
難
し
く
な
る
事
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
検
討
し

て
ブ
ル
ダ
ウ
ン
機
能
を
使
っ
た

簡
易
検
索
が
出
来
る
様
に
致
し

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
大
会
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
種
別
を
併
せ
て
検
索

す
る
事
が
出
来
る
様
に
な
り
、

よ
り
目
的
に
会
っ
た
閲
覧
が
出

来
る
様
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
こ

れ
か
ら
も
次
々
と
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
の
計
画
と
し
て
、

・ 

実
践
交
流
会
以
外
の
デ
ー
タ

を
検
索
機
能
に
統
合
。

・  

実
践
交
流
会
以
外
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
原
稿
を
ア
ッ
プ（
検

索
機
能
を
対
応
さ
せ
ま
す
。）

・  

検
索
機
能
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
。
プ
ル
ダ
ウ
ン
に
よ

る
メ
ニ
ュ
ー
検
索
だ
け
で
な

く
、
タ
グ
入
力
に
よ
り
検
索

す
る
機
能
の
追
加
。

等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
記
録
を
、
よ
り

良
い
環
境
で
会
員
の
皆
様
に
ご

提
供
出
来
る
様
に
、
東
京
事
務

局
は
こ
れ
か
ら
も
ア
ー
カ
イ
ブ

ス
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
き
ま
す
。

実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
　
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
報
告

 
　
　
実
践
交
流
会
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
検
索
機
能
を
追
加
。

 
　
　
　
　 

よ
り
簡
単
に
目
的
の
記
事
を
見
る
事
が
出
来
ま
す
。

図 1
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岡山全国大会に向けて、皆様も忙しい日々 をお過
ごしの事と思います。
東京事務局でも風の萌に抄録集の発行と大忙し
です。全国大会に向けてドンドン多忙になります
が、岡山大会を成功させましょう。

 （東京事務局／犬童）

2014年9月10日発行（第027号）

http://www.home-care.ne.jp/net/　　  E-mail:zenkokunet@home-care.ne.jp
〒458-0007　愛知県名古屋市緑区篭山3-119　カーサフクシマC-32号

TEL：052-848-8800　　FAX：052-848-8801

第７回 玩具療法士養成セミナー募集のご案内
玩具福祉学会では、玩具を用いた社会福祉援助活動を実践する専門家
の養成を目指して本セミナーを実施してまいりました。このセミナー
は人間生活の各ライフステージにおいて玩具の果たす役割とその活用
方法を学び、適切な実践を行うことができる「玩具療法士」の養成を
実施するセミナーです。現在各地域に於いて、多くの玩具療法士の方々
が、御活躍中です。
多くの方々が、福祉現場での実践活動を拡げる専門的な技法を学ぶ為
に、今回も下記のようにセミナーを開講いたします。是非、受講いた
だきますようご案内申し上げます。

■開催日
　11月１日（土）・２日（日）
■受講人数
　50�名（申し込み先着順）
■受講費用
　２万５千円（玩具福祉学会員�２万円）
■会場
　こどもの城　８階会議室
　渋谷区神宮前5-53-1
■資格認定について
①�全日程を受講した方には玩具福祉療法
士養成セミナー受講終了証明証を授与
致します。

②�玩具療法士養成セミナー受講終了証明

札幌ファクトリーホール

10 月11日（土曜日）
13 時～17 時

NPO 在宅ケアを支える診療所・市民全国ネットワーク
第 21 回　全国の集い in 北海道 2015 プレ大会＠札幌 with Care Do 北海道

会場

日時

対象・人数：道内の多職種・市民を中心に 100名
互いが互いの存在を知り、繫がりあう事でケアがつながる。そんなプレ大会を狙っています。
「Care Do 北海道」は今年で第 2回目の開催であり、北海道の保健・医療・福祉に関わる取り組みや課題
を共有し、語り合い、北海道の未来を創造するために企画された北海道で初めての業界横断型の交流イベ
ントとして、道内の有志が企画し開催するものです。多くの市民との交流・連携と研修の充実、新しい仲
間を広げるというネットワークの考え、プレ大会テーマの「繋がる」にmatch したものとなっています。

活動予定

臨
時
理
事
会
　

平
成
26
年
９
月
13
日
（
土
）

場
所
：
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
20
回 

全
国
の
集
い
in
岡
山 
２
０
１
４

平
成
26
年
９
月
14
日
（
日
）・
15
日
（
月
）

場
所
：
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

第
１
回 

理
事
会  

平
成
26
年
９
月
15
日
（
月
）

場
所
：
総
会
開
催
地

北
海
道
プ
レ
大
会
　

平
成
26
年
10
月
11
日
（
土
）

場
所
：
札
幌
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ホ
ー
ル

第
２
回 

理
事
会
　

平
成
26
年
11
月
24
日
（
月
）

場
所
：
名
古
屋
市

証を有し、玩具福祉学会に入会後、
実践事例レポートは常時受け付け
ます。2000�字以上を提出して、
審査に合格した方には「玩具療法
士」を授与します。

問い合わせ先
TEL：0422-48-8500

（理事長 小林るつ子宅）

お申し込み先
〒 191-0041 
東京都日野市南平 7-18-30
FAX：042-599-2949

地域を支えるための育てあい
～フロンティアの地 北海道から～
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